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LAOS講 座へのお招き

信徒としてよりよく生きるために共に成長していこう

信徒としての成長を

キリスト者として生きようと決心しました。それは、イエス・キリス

トを通して神さまから与えられた十字架と復活の福音を信じ、洗礼を受

けて、教会の交わりの中に入れていただいたからです。求道者会、洗礼

準備会での熱心な学び、兄弟姉妹に見守られながらの洗礼式でのあの感

激を懐かしく思い出します。あの時言われた言葉、「洗礼はゴールでは

なく、スター トですよ」もまた忘れられません。しかし、その後の今日

に至るまでの信仰の歩みを振返るとき、聖書についても、信仰者として

の教会と社会の中での生き方についても、もっともっと学びを深め、実

践していきたいと思わないではいられません。一これは、多くの教会員

の方々に共通する思いではないでしょうか。信徒としての成長、このこ

とは自分自身にとっても、また教会にとっても、非常に大切なことです。

ルーテル教会としての決心

私たちが属する日本福音ルーテル教会 (JELC)は、「福音に生き、

社会に仕え、証しする」をスローガンとする、「JELC宣教方策21」 (パ

ワーミッション21、 略称 PM21)を 2002年 5月 の総会で採択しました。

福音に生かされて生きる。社会に仕え、そこに住む一人ひとりに仕え

る。十字架 と復活の主イエス・キリストとその恵みとを大胆に証しす

る。そういう教会、そういう信徒になろうと教会全体で決意したので

す。

全体教会の方策は、個々の教会で具体化されることではじめて実を結

びますし、個々の教会でということは、一人ひとりの信徒が兄弟姉妹み

なと共に手を携え、祈りを一つにしながら、実践していくことで本当の

形をとります。「キリストがあなたがたの内に形づくられるまで」 (ガラ

テヤ4:19)、 その日までともどもに信徒として成長していきましょう。

パウロはこうも言っています、「わたしは、既にそれを得たというわけ

ではなく、既に完全な者になっているわけでもありません。何とかして

捕らえようと努めているのです」 (フ ィリピ3:12)。
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LAOS(ラ オス)と して
PM21の第ニプロジェクト (P2)の 目標は「証しし、奉仕する信徒
になろう」です。そこで検討の結果、そのような信徒になっていくため

に、信徒としての受洗後の教育、生涯かけての成長のための教育のプロ

グラムを用意しようということになりました。そして、それを「LAOS
講座」と名づけました。LAOS(ラ オス)、 それは、新約聖書が書かれ
たギリシャ語で「神の民」 (ラ オス・セウー)と いう言葉の「民」とい

う言葉です。わたしたちは神の民、信仰の共同体、礼拝共同体、宣教共

同体です。そのなくてはならない一員です。この講座の特徴は、個々の

信徒の内的、霊的成長というのに留まらず、むしろ共同体の中で、共同

体 と共に成長する教会的信仰また生き方を目指している点です。LAOS
という言葉から英語の信徒 laityと いう言葉もできたのですが、この講

座は信徒こそ教会の中心であり、教会そのものだという考えに貫かれて

います。

証しし、奉仕する信徒になる

「証しし、奉仕する信徒」になっていくためには、知的な学習をすれ

ばそれで十分なわけではありません。この「LAOS講座・第一期」で
キリス ト者 としての基礎的な知識 を習得したあと、さらに「第二期」

で、より実践的な学びをして「証 し」と「奉仕」を生きてい く信徒へと

成長していきましょう。そのためには、既存の書物から学ぶというだけ

でなく、実際にそのような生き方をしている兄弟姉妹からも積極的に学

んでいきたいと願っています。

日本福音ルーテル教会宣教方策21(PM21)
プロジェクト2(P2)委 員会
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2006年 5月

教会の輪の中で

「LAOS講座」の第一期の学びは別掲の「LAOSの樹」にそのカリ
キュラムが載っています。その冊子を継続してご購入いただき、教会の

諸集会で、学びを進めていってください。成果を分かち合い、そこで得

たものを生活の中で生かし、足腰の強い信徒になっていきましょう。



はじめに

さあ、「教理」について学んでいきましょう。それも特にルーテル教

会の立場を自覚しつつ学びます。目次をごらんください。二部構成にな

っています。

第 I章では、まず「教理とは何か」を考えます。

第 II章では、すべての時代すべての教会にとって、いわば信仰の目じ

るしともなってきた教えの数々を「教理のポイント」として学びます。

具体的に言えば、「十戒」、「使徒信条」、「主の祈 り」、そして「サクラメ

ント (洗礼と聖餐)」 について、ルターの『教理間答書』を手引きにし

つつ学びます。

第III章では、ルーテル教会において、いや、すべての信仰において一

番 要となる考え方、すなわち「義認の教理」について学びます。まず、

ルターによって始まった宗教改革運動の柱となった考え方 (聖書原理、

信仰義認、万人祭司の三大原理)について考えます。そして、その中で

も最も肝心な「義認の教理」について、ルターの信仰体験をも具体的に

振 り返りつつ、集中して学ぶことにします。

さあ、はじめましょう。
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教理とは何か

真 理

ヨハネ18:38

2 生きること・考え
ること

― 学ぶことの意味

「わたしは真理について証しをするために生

れ、そのためにこの世に来た」とイエスは言わ

れました。するとそれを聞いたローマの総督ピ

ラトは、こう言ったのです。「真理 とは何か。」

これは「ヨハネによる福音書」18章 に記されて

いるピラ トによるイエスヘの裁判の一場面です

が、「弊〔]里」とはイ可て,し ょうか。

ズバ リ言いますと、「神は人間を救済する」、

これがイエスが証しされた真理です。しかし、

これではあまりにズバ リと言いすぎで、実際は

もう少 しいろいろ説明する必要があります。

「教理」 とかそれをまとめた「信条 (信仰告白

文章)」 というのは、キリスト教が考えている

その真理をいろいろと説明したものです。説明

ですから、少しややこしいところがあるかもし

れません。しかし、大切です。

このテキストでは、まさにその「教理」につ

いて学びます。「教理」とは、もう一度言えば、

キリス ト教の根本的な考え (神は人間を救済す

る)を、整理しまとめ説明したものです。です
から、「教理」は聖書の教えをいくぶん論理化

し推敲したものだとも言えます。

とはいえ、言うまでもありませんが、「教理」

は書物の中の単なる論理ではありません。信仰

は、私たちが現実に生きているこの時代の中

で、この世界の中で、この日々の生活の中で生

きられるものです。ですから、あえて言ってみ

れば単に「信仰をもつ」と言うよりも「信仰を

生きる」 と言うべきです。生きている私たち

が、生ける神と生き生きとした関係を持つ。と

[5]



3 信条・教理間答と
は

言うよりも、神により、すでに私たちはその生

きた関係の中に入れられているのですが、この

関係を「命の泉」として、つまり根拠として生

きる。具体的に言えば、私と同様生きている隣

人 と生 き生きとした関係をきり結びながら、

日々を生きる………、これが信仰です。信仰は

生きるものなのです。

そして、そのためにこそ、この生きた信仰を

ますます深め味わい、ますます生きるためにこ

そ、神 との関係をもう一度しっかりと振 り返り

掘り下げる営み、これが「教理」を学ぶという

ことの意味です。

さて、そのために大事なことがあります。と

いうのは、「教理」とはギ リシア語で ドグマ

(Dogma)と いいますが、この言葉は「考える

(ド ケイン)」 という言葉に由来します。ですか

ら「教理」は、それに関心をもって自分で考え

ることが大切です。昔から言われていることだ

からと誰かに強制されたり、丸暗記したりして

も全 く意味がありません。信仰は、マインドコ

ントロールでもなければ、修の頭を拝んでいる

わけでもありません。自分の頭で少しずつでも

考えることが大切です。一歩一歩でも構いませ

ん。しかし、きっとある時ふと腑に落ちること

があります。その時、なんだかとてもイエス・

キリス トが身近に感じられることでしょう。

「教理」とは、キリス ト教の教えが整理され

まとめられたものです。そして、キリス ト教

2000年の歴史の中で代々の信仰者は、そうした

教えを深 く吟味し、自らの信仰の中身として、

ある時には自覚的にそれを他の人々に表明 (告

自)し ました。これを「クレドー (信条、信仰
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※「古 典 信 条」は、

「基本信条」、「エキュ

メニカル信条」とも呼

ばれています。「使徒

信条」は8世紀に成立

しましたが、その原型

となった「古ローマ信

条」はすでに2世紀後

半、洗礼のときに用い

られています。「ニケ

ア信条」は正式には

「ニケア・コンスタン

チノポリス信条」とい

い、 4世 紀 に成立。
「アタナシウス信条」

は5世紀の終わりころ

成 立。なお「古典信

条」として 5世紀に成

立した「カルケドン信

条」がありますが、ル

ーテル教会ではそれは

内容的に「アタナシウ

ス信条」に含まれてい

ると理解しています。

※ 9つの信条は今日、
『一致信条書 (ル ーテ

ル教会信条集)」 とい

う題で一冊の本として

まとめられています。

しかし、量的に辞書の

ようにぶ厚 く、読み通

すのはなかなか大変で

す。 (47ページ参照)

告白文書 )」 といいます。またそうした文章は、

人がキリス ト教に入信 (洗礼)す る際に、学習
用のテキス トとしても用いられてきました。こ

れを「カテキスム (教理問答)」 といいます。

さて、ルーテル教会では、そうした数ある信

条 0信仰告白文章・教理間答、つまり教理を文

章化したものの内でも、次の 9つの信条を最も

大切な信条 として重んじてきました。

1.使徒信条
2.ニケア信条
3.アタナシウス信条
4.アウグスブルク信仰告白
5。 アウグスブルク信仰告白弁証

6.シュマルカルデン条項
7.小教理間答書
8。 大教理問答書

9.和協信条
最初の 3つ は「古典信条」と言われ、全ての

キリスト教会で共通して重んじられており、い

わばキリス ト教の目印です。

4番目以降のものは、16世紀、宗教改革運動

の結果、ルーテル教会 (福音主義教会)が誕生
した際に、中心的な教理をまとめたものとして

大切にされてきた信条の数々です。

さて、これら9つ の文書の中で、ルターが

1529年に出版した『大教理間答書』 と『小教理

間答書』は、キリスト教にとって一番肝心の教

えが、コンパクトに、しかし過不足なく述べら

れています。

実は、ルターが宗教改革運動をすすめ、新し

く福音主義教会 (ルーテル教会)を形成しつつ

あるころ、人々の信仰上の混乱と無知にはひど

いものがありました。当時、ルターたちは、し

[7]



「ルーテル教会信条集

〈一致信条書〉」

聖文舎発行

¥26,000

(教文館より再版準備中)

ばしば地方の諸教会を訪問したのですが、そこ

で目にしたのは、たとえば「使徒信条」を正し

く言えない牧師たちの姿でした。ましてや、そ

の牧師に教えを受けていた一般の信徒たちの信

仰生活が、本当に形だけの惰性に陥っている場

合もめデらしくはなかったのです。そこでルタ

ーは、キリスト教の基本的な教えを、少し系統

だてて人々が学ぶ必要を痛感したのです。そこ

で書かれたのが、『大教理間答書』と『小教理

問答書』でした。

前者は牧師のための本、後者は家庭で親がわ

が子に教えるためのテキストとして執筆されま

した。もちろん今日では、両者とも誰が読んで

も益することの多い本です。『大教理間答書』

の方が当然くわしく記されていますが、その扱

われているテーマ、構成、内容は『小教理問答

書』も同じです。

そこで、このテキス トでは、そうしたルター

の『教理問答書』で扱われている事項 を参考

に、それを手引きとして、キリス ト教にとって

最もポイントとなる考え (教理)を学んでゆく
ことにします。

〈話し合いのために)

①あなたにとって「教理」とはどのようなものですか?

②私たちが「教理や信条」を大切にするのはなぜでしょう。

③キリスト教と他の宗教との違いを話し合ってみましょう。

[8]



‖.教理のポイントー『教理間答書』を手引きとして
『教理間答書』では、次のような事項が扱わ

れています。

①十戒

○使徒信条

③主の祈り

④洗礼と聖餐

以下、順番に学んでゆきます。

1 +戒 一 人間とは
何か

出エジプト20:2-17

申命5:6-21

「十戒」は、その音 (B.C■ 3世紀)イ スラエ

ルの民を代表して、いや全人類を代表して、モ

ーセが神からいただいた10の約束です。

事のいきさつは、こうです。イスラエルの民

はカナンの地 (パ レスチナ)にいましたが、飢
饉のためエジプトに移り住みました。初めのこ

ろはエジプトとの関係も良かったのですが、や

がてエジプトの王 (フ ァラオ)に よって奴隷状
態に置かれてしまいます。そこでイスラエルの

民は、モーセを指導者として、紅海を渡り、エ

ジプ トを脱出しました。これが出エジプ トで

す。

やっとの思いでシナイ半島にたどり着いた彼

らでしたが、すぐにはカナンの地に住むことは

できませんでした。そして結局は、なんと40年

間もシナイの荒野で放浪生活を続けねばならな

かったのです。これを「荒野の40年」と言いま

す。苦 しい日々でした。ともすると心が くじ

け、生活がすさみ、神を忘れそうになりまし

た。そんな時、神はモーセをシナイ山に呼び寄

せ、10の約束を与えたのです。神は、必ずイス

ラエルの民を守りぬくと約束してくださったの

です。そのための、人間としてどうしても守る

[9]
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べき生き方、それを10の約束にまとめて与えて

くださったのです。これが「十戒」です。

約束 (契約)は一人では成 り立ちません。必
ず相手がいます。つまり、約束が成 り立つに

は、必ずそこに関係というものがあるのです。

では、10の約束と言った場合、そこにはどんな

関係が書いてあるのでしょうか。

まず第一に、神と人 との関係が書いてありま

す。そして第二に、人 と人との関係が書いてあ

るのです。そして考えてみれば、人間とはつま

るところ、神と人との関係の中で、そして人と

人との関係の中で生きている存在ですから、こ

の「十戒」とは要するに、人間とは何か、人間

とはいかなる存在なのか、が書いてあると言っ

てもよいわけです。

ですから「十戒」とは、いわゆる戒律 と言う

よりも、神が人間に与えてくださった「人間の

定義」なのです。あなたたち人間を私はこうい

う存在として造ったのだよ、と神が10の項目に

まとめて定義してくださったのです。

そして大事なことは、前半が土台となって後

半が成立しているということです。ここがポイ

ントです。神と人間との関係が土台となって、

その上で人間と人間との関係も成り立っている

のです。つまり、倫理 (人と人との関係)が本
当に倫理として成り立つためには、その土台に

信仰 (神 と人との関係)の世界がなければなら
ないのです。

たとえば、ひところ少年犯罪の増加と関連し

て「なぜ人を殺してはいけないのか」という問

いがおおいに話題になりました。倫理の問題で

す。そこで多くの倫理学者や哲学者が答えを出

そうといろいろ試みましたが、決定打がないの

[10]
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(第一戒)わたしは
あなたの神、主であ

って、あなたはわた

しのほかに、なにも

のをも神としてはな

らない。

です。「君が死にた くないように、誰も死にた

くはない。だから人を殺してはいけない」と倫

理学者は答えました。ところが自殺志願者は言

うのです、「私は死にたい…」。倫理の問題は、

倫理の世界だけでは答えが出ない。人と人 との

関係、つまり倫理の世界のその土台に、実は神

と人との関係、つまり宗教 (信仰)の世界が存

在しているからです。倫理の問いに対しては、

根本的に宗教を上台にして答える他ないので

す。

ですからルターは『小教理間答書』の中で

「十戒」について説明をするとき、それが「殺

してはいけない」とか「姦涯してはいけない」

といった倫理上の問題についての解説であって

も、まず開ロー番、判で押したように「私ども

は、神を畏れ愛さなくてはなりません」と答え

た上で、倫理問題について解説をしているので

す。まず、神との関係がある。その上に、人と

人 との関係が生まれるのです。

さて、具体的に「十戒」について考えていき

ましょう。

第一戒 唯一神の教え、偶像禁上の教えで
す。ルターは、この教えについて『小教理問答

書』で、次のように説明しています。「私 ども

は、なにものにもまして、神を畏れ、愛し、信

頼しなければなりません」。

神を信頼すること、全てはこれに尽きます。

神はこの私を守ってくださる、助けて くださ

る、救ってくださる。だからその神から私は離

れることなどできない、できるはずもない。こ

れが信頼です。これを別の言葉で言えば、神を

[11]
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あなたの神、主の名

を、みだりに唱えて

はならない。主は、

み名をみだりに唱え

るものを、罰しない

ではおかないであろ

つ。

あなたは、

神として、神以外のものを神としない、という

ことです。神を神とすること、そこには何か神

に対する近づきがたい畏れの感覚が伴うことで

しょう。しかも、その神が私を守ってくださる

ということ、 そこにネ申といつもともにいたいと
いう愛の感覚が自ずと生ずるのです。神に対す

る畏れと愛です。これを普通「信仰」と呼んで

いますが、要するに神への信頼ということなの

です。

しかし、私たちは、時として何か別のものに

信頼を寄せ、それを支えに生きていこうとしま

す。お金やイデオロギー (思想)、 民族、名誉、

あるいは家族、自分の信念、偏差値や学歴、業

績、人柄…など。これらは確かにある場合、大

切なものではありますが、神ではありません。

もし、これらに究極の信頼を寄せるなら、それ

はその人にとって偶像になってしまいます。し

かし、偶像は神ではありませんし、私を救って

もくれないでしょう。

第二戒 これは神名の尊厳の教えです。名は
体を表す。あるものを大切にするときには、そ

の名をも粗末には扱わない。ですから神の名を

粗末に軽々しく扱ってはならないのです。心を

込めて接するべきです。

ところが私たちは、しばしば神の名を大切に

扱うどころか、結局は自分の利益のために、逆

に神の名を利用してしまうことがある。たとえ

ば戦争を始めるとき、指導者は必ず神の名を回

にし、信仰深かげに振舞いつつ、人々を戦争に

狩り出します。そこで人々は、人殺しに過ぎな

いものを「聖戦」と思い込んだりもするので

す。しかし、これこそ神の名をみだりに唱えて

[12]
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(第三戒)安 息日を
おぼえて、これを聖

とせよ。

いることに他なりません。

ルターも言うように、神の名は、本当に困っ

ているとき、また本当に感謝しているとき、心

を込めて口にすべきです。神はその声にじっと

耳を澄ましておられます。

第三戒 安息日 (礼拝の日)の規定です。こ
れは言うまでもなく、神が天地万物を創造され

なら

た時、最後の七日目に休息をされたことに倣っ

て、人間も一週間に一度、休息をとることにし

たのです。

しかし、休息とは何でしょう。もちろん体の

休息もあります。しかし、あえて言えば、魂の

休息がもっと大事です。魂の休息、それは魂に

平安を与え栄養をたっぶりと取ることです。そ

れはいかにして可能か。神から平安 をいただ

き、栄養をいただくことです。そして、そのた

めにこそ、週に一度、礼拝の日が決められてい

るのです。なぜなら礼拝とは、神から魂の平安

と栄養をいただくときだからです。それゆえル

ターは、この第二戒を次のように説明していま

す。「私どもは、神のみことばや説教を軽んじ

ないで、むしろこれをきよいものとして、暑ん

できき、また学ばねばなりません。」

第四戒 親を大切にすること。これは自然に
考えてみて当然のことです。親はこの私を産み

育ててくれたのです。今日の私があるのも、親

のお陰です。ですから、父と母を敬うことは、

ごく自然なことと言えます。

しかし、実はそれ以上のことがあります。実

は親は、この私の命というものを神から託され

て、この私に送 り届けてくれた「神の代理」で

「

‐‐ヽ
ヽ

|

(第四戒)あなたの
父と母を敬え。

[13]



(第五戒)あなたは

殺してはならない。

もあるのです。つまり親は、言ってみれば「神

の代理人」です。だから敬わなければならな

い。

このことは逆から考えれば、親の責任がいか

に重いか、ということです。神の代理人なので

すから、親は子どもを大切に育てなければなら

ないのです。

第五戒 前項の第四戒は、親の問題でした。
そして、親とは単に人間の中の一人と言うにと

どまらず、私にとって「神の代理人」でもあり

ました。ですから親の問題は「十戒」全体から

ながめてみれば、ちょうど神に関わる問題 と人

に関わる問題の中間点にあることになるので

す。

と言うわけで、第五戒以降は、人と人との関

係を扱うこととなります。つまり倫理の問題で

す。

さて、第五戒は殺人の禁止です。先に「なぜ

人を殺してはいけないのか」について少し考え

てみました。そして、倫理学上ではなかなか答

えがでないことに気付きました。つまり、人と

人との関係だけで考えていては答えが出ないの

です。では、どうしたらいいか。まず、神と人

との関係をよく考えてみなければならない。す

ると案外と答えは簡単です。と言うのは、人間

の命は神がつくり、そしてこの私に贈ってくだ

さったもの、神がこの私にこの地上の命を託し

て与えてくださったものなのです。ですから、

命とは厳密に言えば神のものなのです。人間が

自分勝手に扱ってはならないのです。神の贈 り

ものとして、地上の命はどんなものであれ大切

にしなければならない。つまり、殺してはいけ

[14]



(第六戒)あなたは
姦涯 してはならな

い。

第六戒 姦涯の禁止です。姦淫についても、
先の殺人についてと同じことが言えます。ある

人々は、自分の命や体は自分のものだから、ど

う扱ってもどんな生き方をしても、自分の自由

と言うかもしれません。しかし、これはとんで

もない思い違いです。私たちの命も体 も魂も、

これらは全て、神が私たちに託し、与えてくだ

さったものなのです。ですから、体も魂も大切

に扱い、品位をもって生きなければならない。

ルターはこう言っています。「私どもは、こと

ばにおいても、行いにおいてもきよく正しく生

き、また夫婦は互いに愛し、うやまいあわねば

なりません。」

第七戒 盗みの禁止です。神は私たち一人ひ
とりに、命を、魂と体を、そして生活に必要な

ものを与えて くださった。一人ひとりに贈 り与

えてくださったのです。Aさ んにはAさ んに必

要なものを、 Bさ んには Bさ んに必要なもの

を、神は与えられたのです。だから隣人のもの

を盗んではならない。むしろ、お互いに困って

いるときは助け合うべきなのです。

第八戒 嘘の禁止です。神は私たちに国と言
葉を与えてくださった。これは嘘をつ くためで

はありません。真理を語るために与えられたの

です。

ところが、私たちの回からは、しばしば隣人

への悪口が出てきます。しかし、悪回は真理の

言葉ではありません。では、真理の言葉とはど

んな言葉か。ルターはこう言っています。「隣

(第七戒)あ なたは
盗んではならない。

(第八戒)あ なたは

隣人について、偽証

してはならない。

[15]
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マタイ22:37-38

2 使徒信条 一 神と
は何か

人を弁護し、ほめ、そして何でもよきに変え

る。」

第九戒・第十戒 貪欲 (むさぼり)の禁止で
す。何度も繰 り返しますが、神は一人ひとりに

命を、魂と体を、そして生きるに必要なものを

与えてくださった。ところが、わたしたちはそ

れを忘れます。そして、隣人のものを欲しがり

ます。貪欲に欲しがります。そして貪欲には果

てがない。やがて貪欲の地獄の虜になる。

しかし、立ち止まって考えてみるべきです。

神が私に贈ってくださった一つひとつを、指を

おって数えてみてください。もちろん指が何本

あっても数え切れないぐらいに、神は私たち一

人ひとりにたくさんのものを与えて下さってい

る。このことを冷静に考えてみれば、隣人のも

のをむさぼる貪欲の心は消えていくはずです。

さて「十戒」とは、神が与えてくださった、

「人間の定義」です。ですから、これらの約束
ゆえん

をきちんと守るところに、人間の人間たる由縁

があります。10の約束です。

ところで、イエス・キリストは、これらの10

の約束を更に見事に 2つ の約束にまとめまし

た。「心を尽 くして、神を愛す」ということ、

そしてもう一つ「隣人を自分のように愛す」と

いうことです。つまり、神を信じること、そし

て人を愛すこと、この 2つが「人間とは何か」

という問いへの答えとなるのです。すなわち、

この 2つ こそが「人間であること」の定義と言

えるのです。

使徒信条は、キリスト教の最も基本となる最

(第九戒)あなたは
隣人の家をむさぼっ

てはならない。

(第十戒)隣人の妻、
しもべ、はしため、

牛、ろば、またすべ

て隣人のものをむさ

ばってはならない。
|
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P7注釈参照 重要な信条です。先にもふれたように、今日の

ような形になったのは 8世紀ですが、その原型
は、すでに 2世紀の後半に成立しており、洗礼
の際に用いられていたようです。キリス ト教の

教え (教理)の、いわばエキスがぎゅっとまと
められたような信条です。

では、どのような内容か? ルターは次のよ
うに言っています。「神を徹底的に知 ることを

教えてくれる」 (『大教理問答書』より)。 つま

り使徒信条には、神とは何かが説明されている

のです。神 とは何か。まさに私たちが最も知り

たいことです。

神とは何か ? あえて一口で言ってみれば、
神とは人間を「造り」、「救い」、そして「守る」

方です。ここで「守る」と言ったのは、私たち

人間にきよい生活をさせてくださるという意味

です (こ れを聖化といいます)。 したがって、

使徒信条は三箇条に分けることができますが、

ルターはこうまとめています。「 (使徒信条にお

いて)父なる神についての第一条は創造を説
き、御子 (イ エス。キリスト)に ついての第二

条は救いを、聖霊についての第二条は聖化につ

いて説いているのである」 (『大教理問答書』よ

り)。

つまり、神は人間にとって、大きく言えば三

つの働きをしてくださるのです。すなわち、私

を造ってくださる (創造 )、 次に私を救ってく

ださる (救済 )、 そして私を守って くださる

(聖化 )。 そこで、創造の働きをなさるとき、私

たちはその神を「父」と呼び、救済の働きをな

さるとき、その神を「御子イエス・ キリスト」

と呼び、そして聖化の働きをなさるとき、その

神を私たちは「聖霊」と呼んでいるのです。

[17]



(第一条)わ れは、天

地の造り主 。全能の父

なる神を信す。

このような、唯一の神が (父・御子・聖霊と

して)三つの働きをなさるという、このキリス

ト教独特の神についての教えを「三位一体論」

といいます。そして、使徒信条はこうした神の

二つの働きの一つひとつを、改めて簡潔に説明

しているのです。

さて、具体的に使徒信条をみていきましょ

つ 。

第一条

1)神は私を造ってくださった、私は神に造
られたのです。だから「父なる神」です。しか

も神は、私だけでなく、私に必要な全て (食べ

物、着物、家、家族、仕事、財産などなど)も

造ってくださる、つまり全能の神です。

2)なぜ神は、そこまでしてくださるのか。
私に値打ちがあるからでしょうか。そうではあ

りません。神は全 く父としての慈悲 (愛)の心

から私を造ってくださったのです。つまり、全

くの恵みそのものです。だから、私たちは神に

感謝せずにはいられないのです。

第二条

1)神は私を造ってくださった。しかも、全
く自由な存在として造ってくださったのです

(つ まり人間は神の操 り人形ではないのです。

人間には人間としての「主体性」こそが神によ

って与えられたのです)。 と言うことは、人間

は罪を犯す自由も持っている。そして残念なが

ら、人間は愚かにも実際、現実に罪を犯して生

きています (私 も、あなたも……)。

2)罪に対しては当然、責任を負わねばなり

(第二条)わ れは、そ

のひとり子、われらの

主イエス・キリストを

信す。主は聖霊により

て宿り、おとめマリヤ

より生まれ、ポンテ

オ・ピラトのもとに苦

しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬ら

れ、陰府に下り、三日

目に死人のうちよりよ

みがえり、天に上り、

全能の父なる神の右に

坐したまえり、かしこ

より来たりたまいて、

生ける人と死にたる人

とを、さばきたまわ

ん。

[18]



第二条の最後のとこ

ろに「さばき (審判)」

という言葉が書いてあ

りますが、今までの説

明からもわかる通り、

キリストのさばきは、

狭い心の私たち人間が

考えているような憎し

みのさばきでなく、ど

こまでも慈愛にみちた

「愛のさばき」にちが

いありません。

ません。つまり罰がある。ところが、この本

来、人間が負わねばならない苦しい罰を、イエ

ス・キリストが十字架の上で、人間に代って負

ってくださった。十字架の上の代理の死です。

その結果、人間は罰を受けることなく、その犯

した罪が赦されることとなったのです。罪が赦

された、つまり、人間はイエス・ キリストの十

字架の受難のゆえに救われたのです。これが人

間の救済です。ありがたいことです。

3)しかし、なぜキリストはそんな事をなさ
るのか、またどうしてキリストにそんな力があ

るのか。もう一度、考えてみましょう。人間が

罪を犯した。したがって人間が罰を受け責任を

負わねばならない。ところが、他方、正直に言

うと人間は無力な存在で、自分の犯した罪の責

任を負う力がないのです。罪を犯しつづける、

この人間の罪の重さは、もはや人間ではどうす

ることもできないのです。つまり、人間でなく

神にしか、その重い責任は担えないのです。

要するに、人間の罪の責任は、人間が負わね

ばならない。しかし、人間にはその力がなく、

神しか負えない。と言うことで、人間の罪を負

う存在は、一方で人間でなければならないし、

同時に他方で神でなければならない。つまり、

人間の罪を代理で負う存在とは、人間であって

かつ神である存在である他ないのです。神は神

でありながら人間存在 となって、この世に生ま

れ (ですから「父なる神」に対 して「子なる

神」です)、 そして十字架の上で人間に代って

罪を負ってくださった。この方が他でもなくイ

エス・キ リストです。ですからキリス トは、

「聖霊 (神)に よって宿 り、おとめマリヤ (人

間)よ り生まれた」、つまり「まことの神」で

[19]



イエス・キ リス ト

が、「まことの神」 (神

性)であり「まことの

人」 (人性)で あると
いう、この教えはキリ

スト教教理の最も大事

な教えで、「キリス ト

両性論」といいます。

あり「まことの人」なのです。

そういう「まことの神・ まことの人」である

イエス 0キ リス トの犠牲の死によって、私たち

人間の罪が赦され、救済されたのです。

また、そういう「まことの神 。まことの人」

であるゆえ、イエス・キリストは全ての死者の

先駆け (初穂)と して復活され、私たち人間の

復活の道をも与えてくださるのです。すべての

死者の復活の日、これがキリスト教でいう世の

終り (完成)ですが、キリストはその完成 (終

末)の 日をもたらしてくださるのです。
こうした神の、私たち一人ひとりを本当に大

切にして くださるやさしい御心 (愛)に対 し

て、人間に感謝以外の何があるでしょうか。

(第二条)われは聖霊

を信ず。また聖なるキ

リスト教会・聖徒の交

わり、罪のゆるし、か

らだのよみがえり、限

りなきいのちを信ず、

アーメン。

[20]

第三条

1)神は人間に三つの姿を通して働きかけて
おられることについては、すでに述べました。

まず、天におられる造 り主 (父なる神)と し

て、次に、私たちと同じ地上で人間の姿の救い

主 (子なる神イエス・キリスト)と して、そし

て第二に、日には見えないが私たちの守 り主

(聖霊なる神)と して、神は人間に働きかけて

くださるのです。

しかし、聖霊とは何でしょうか。霊とは、目

には見えないが確かに働いている力のことで

す。ですから聖霊とは、聖なる神の力のことと

言えます。

そして、実は人間はこうした神の三つの働き

かけを通して、初めて本当に生きてゆけるので

す。人間は生きてゆく (歩 く)た めには、上か

らの声 (こ の道を真っ直 ぐ歩け、という父の

声 !)が必要です。しかし、それだけでは歩け



ません。人間には自分の弱さや悲しさをよくわ

かってくれる、いわば横に立って一緒に歩いて

くれる存在が必要なのです。これが、私たちと

共に地上を歩まれたイエス・キリス トです。し

かし、実は人間はそれでも本当は歩けない。本

人が歩こうと自分で思わなければ歩けないから

です。そこで神は目に見えぬ姿で (つ まり霊と

して)私たちの内側に入りこんで、私たちの内
から歩 く (気)力 を与えてくださる。これが聖
霊 なのです。つまり神 は、私たちの上か ら

(父 )、 私たちと同じ地平で共に (イ エス・キリ

ス ト)、 そして私たちの内から (聖霊)働きか
けてくださるのです。このようにして人間は生

きてゆくのです。

2)で は、具体的に、聖霊はどのようにし
て、私たち人間を守ってくださるのでしょう

か。イエス・キリス トによって罪ゆるされた私

たち人間に、聖霊はきよい生活をさせる、その

力を与え続けることによって私たちを守ってく

ださるのです。人間にゆがみ曲がった生き方で

なく、真っ直ぐなきよい生活をさせてくださる

こと、これを「聖化」といいます。つまり、聖

霊は私たちを聖化してくださるのです。

より具体的に言えば、私たちを「教会」に集

め、罪をゆるし、やがて時がきて、終 りのとき

には神の下に復活させてくださる……そうした

「永遠の命」に至る道をきよめ守ってくださる

のが聖霊なる神なのです。

これで使徒信条の一応の説明を終わります

が、ルターは『大教理間答書』の中でこう語っ

ています。「したがって、使徒信条をごく簡単

にまとめると次の数語に帰するであろう。《私
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3 主の祈リ ー 信仰
とは何か
マタイ 6:9-13

ルカ11:1-4

は、私 を造 りた まい し父 な る神 を信 じる。私

は、私 を救 いた まい し子 な る神 を信 じる。私

は、私 を清めたまいし聖霊なる神 を信 じる》」。

「主の祈 り」は、イエス・ キリス トが弟子た

ちに自ら教えた祈りです。よく、どのように祈

ればよいのかと質問する人がいますが、答は簡

単です。「主の祈 り」を祈ればよいのです。「主

の祈 り」の一行―行をよくよく吟味して真心を

こめて唱えてみれば、結局は私たちが心で切に

祈 りたい、祈るべきという事柄が全部そこに含

まれていることに気付きます。さすがにイエス

の教えてくださった祈りです。これ以上の祈 り

はないわけです。

そこで「主の祈り」について考えてみましょ

う。そして、合わせて「信仰」ということにつ

いても考えてみることにしましょう。

人間とは何かについて「十戒」を通して学び

ました。また、神とは何かについては「使徒信

条」を通して学びました。では、そうした神と

人間との関係はどうなっているのでしょうか。

あるいはどうあるべきなのでしょうか。

できるだけ、最も基本的なことだけを簡潔に

考えてみます。神の働きは、人間を「造 り」、

「救い」、「守る」ことでした。その神に対 して

人間はどのように関わっているだろうか、ある

いは関わるべきなのだろうか。人間は、そうし

た神の恵みに「感謝 し」、自らの至 らぬ点を

「反省 し (悔改め)」、困っていることを神 に

「願う」 (自分のことばかりでなく、他者のこと

をも「とりなし願う」こともある)。 つまり、

私たち人間は神に、感謝・悔改め・願い 。とり

Sを魏
」鵞

`′ ノ
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天の父よ。

上段
一
NCC統一訳

下段
一
文語訳

なし、という関わり方をしているのです。そし

て、考えてみれば、これこそがまさに「祈り」

の内容そのものではないでしょうか。

祈 り祈られる関係、つまり「祈り」こそが神

と人間との究極の関係なのです。そして、人が

神に祈るということ、これが、とりもなおさず

「信仰」ということではないでしょうか。「信

仰」とは何かと問う人も多いのですが、「信仰」

とは「祈る」ことなのです。祈るとき、その人

は、まぎれもなく信仰者なのです。

もう一度、繰 り返して言えば、人間は神に感

謝 し、悔改め、願い、とりなしを請 う。つま

り、祈 る。そして祈ること、これが信仰であ

り、これが人間の神への究極の関わり方と言え

ます。それゆえ、ルターはこう言っているので

す。「私たちの隠れ場、避難所は祈 りの中にし

かない」 (『大教理間答書』より)。

さて、具体的に「主の祈り」を見ていきまし

ょう。

祈りの第一行目

祈 りの第一行日は、神への呼びかけです。

神は天におられる。もちろん、これは単純に

神が銀河系のかなた、宇宙のどこかかなたにお

られるということを意味しているのではありま

せん。神は、私たち人間が近づくにはあまりに

尊すぎるお方だ、あまりに尊厳に満ちあふれて

いる、ということを表現しているのです。つま

り、神はあまりに尊すぎて、人間から最も遠い

ところ (天)におられる。
ところが、その最 も遠い方が、実は最 も近

い。まるで自分の親 (父)の ように最も近い。

天にまします、われら

の父よ。

123)



み名があがめられます

ように。

み国が来ますように。

み心が天で行われるよ

うに、

地上でも行われますよ

うに。

つまり、神は人間をわが子のように守り愛し抜

く最も近いお方なのです。そこで神に対 して

「われらの父よ」と呼びかけるのです。

まことに神は私たち人間にとって、遠い (尊

厳 )、 しかも近い (愛 )。 私たちは、そういう神

に祈るのです。

祈りの前半

1)祈 りの前半は、「み名」、「み国」、「み心」
というように、神に関することです。神の名が

あがめられるように、神の国が来るように、神

の心がこの地上にも実現するように、と祈るの

です。まとめて言えば、神の栄光を祈るので

す。もちろん、私たちがそんなことを祈らなく

ても神は栄光に満ちた方ですが、私たちが神の

恵みを思えば感謝せずにはおられず、その気持

が神の栄光を祈らずにはおられないのです。

2)しかし、これらの祈 りは単に私たちが神
の栄光を祈っているだけではありません。神の

名があがめられきよくされることは、そう祈る

私たち自身がきよい生活ができますようにと願

っているのです。神の国が来ること、神の心が

地上に実現することは、私たち自身が、そうし

た神のきよい心が実現した世界に生きるのです

から、まさにきよく生きたい私たち自身の切な

る願いでもあるのです。

祈りの後半

1)祈 りの後半は、「われらの糧」、「われら
の罪」、「われらにふりかかる試みや悪」という

ように人間に関することです。

さて、生きていくためには、日ごとの糧が必

要です。ここで糧といっているのは、単に食物

願わくは、み名をあが

めさせたまえ。

み国を来たらせたま

え。

み心の天になること

く、地にもなさせたま

,そ。

[24]



私たちに今日もこの日

の糧をお与えくださ

い。

私たちに罪を犯した者

を赦しましたから、

私たちの犯した罪をお

赦しください。

私たちを誘惑から導き

出して、悪からお救い

ください。

のことだけではありません。「生活になくては

ならぬすべてのものを含む」とルターは説明

し、次のような事柄を列挙しています。食物、

着物、住宅、畑やお金、家族、政府、よい気

候、平 和、健 康、教 育、名 誉、友 人 隣人、

……。まさに生きていくのに必要な全てを神に

願い祈るのです。切実な祈りです。

しかし、注目したいのは、それ らを「今 日

も」与えてくださいと祈る点です。不必要なも

のまで欲 しがる貪欲や虚栄とは、この祈りは無

縁です。本当に必要なものを願 うのです。

2)次に、「われらの罪をゆるしたまえ」と
神に願います。罪多い私たちです。ですから素

直に「ゆるしてください」と文字通 り祈るべき

です。

ところが、少し気になる事がこの言葉の前に

出てきます。「われらに罪を犯すものを、われ

らがゆるすごとく」という言葉です。実は私た

ちは、なかなか人をゆるせません。ひょっとす

ると、人間は生涯に一度たりとも人を本当にゆ

るしたりできない存在かもしれません……。す

ると、人をゆるしていない私は、自分も神から

ゆるしてもらえない、だからこの祈 りは祈れな

い……という風に考えてしまいます。しかし、

そうではないのです。神は人間を全 く無条件に

ゆるしてくださいました。その人が罪人だろう

が、他の誰かをゆるしていなかろうが、そんな

ことは間わずに (全 くとりひきなしに、全く無

条件に)ゆるされるのです。しかし、だからこ
そ、無条件にゆるされた私たちは、他の人をも

ゆるすことが自分にもできますようにと神に願

う心をもって、この言葉をあえて口に出して祈

るのです。人をゆるす心を、この私に与えたま

[25]

われらの日ことの糧を

今日も与えたまえ。

われらに罪を犯すもの

を、われらがゆるすこ

とく、われらの罪をも

ゆるしたまえ。

われらを試みに会わせ

ず、悪より救い出した

まえ。



み国も力も栄光も

とこしえにあなたのも

のだからです。

アーメン。

4 洗ネLと聖餐 ― 教
会とは何か

えという気持をもって、この祈 りをするので

す。

3)私たちにふりかかる様々な悪 しき事柄
(悪魔の誘惑や災いや悪)か ら守ってください

と、私たちは素直に神様に祈るべきですし、祈

ってよいのです。

結びの言葉

結びの言葉です。「国と力と栄え」、つまり、

全ては神のみ手のうちにあります、という賛美

の言葉で、この「主の祈 り」は終ります。

「アーメン」というのは、「本当です、その通

りです」という意味のヘブライ語です。

これで「主の祈り」の解説は終ります。最後

に再度、ルターの言葉を引用しておきましょ

う。「私たち自身が考えた祈 りでは、心はいつ

も疑念につきまとわれて、『私は祈った、しか

しそれが神のみ心にかなうかどうか、だれにわ

かろうか』と言うであろう。だが、主の祈 りは

(イ エスご自身が教えられた祈 りだから)神は
その祈りを喜んで聞いてくださるという、実に

すばらしい保証がある。つまり、これ以上に尊

い祈 りはこの世になく、世の全ての富をもって

しても代えられないものなのである」 (『大教理

問答書』より)。

ルターの『大・小教理問答書』は、十戒、使

徒信条、主の祈りと順番に扱ってきて、最後に

洗礼と聖餐について解説をしています。そこで

私たちも、今から洗礼と聖餐について考えてい

きますが、その前に、その前提 ともなる「教

会」というものについて考えておきましょう。

国と力と栄えとは、限

りなくなんじのものな

ればなり。

アーメン。

[26]



新約聖書の原語のギリシア語で、教会のこと

をエクレシアといいます。しかし、エクレシア

とυヽう言葉はもともと 「集まり」という程の意

味です。

では「教会 (エ クレシア)」 とは、どんな集

まりなのでしょうか。それは他の集まりと比較

して、どんな特徴があるのでしょうか。昔から

二つの事が言われてきました。「使徒性」と

「普遍性」です。「使徒性 (アポス トロス)」 と

は、教会という集まりが、キリストそしてその

キリストの弟子 (使徒)の教えを正しく受け継
いでいるという意味です。「普遍性 (カ トリコ

ス)」 とは、教会 という集 まりが「いつでも、

どこでも、だれによってでも信じられる」、つ

まり、時代、地域、民族を越えて変わらないと

いう意味です。ですからキリスト教は、もとも

とは、その発生がイスラエル民族の宗教であっ

たものが、2000年の時代を越えて、パレスチナ

という地域を越えて、民族の壁も越えて、全世

界に根をおろした、しかも『聖書』の教えを少

しもあいまいにすることなく学び続ける宗教と

なっているのです。

では、教会 というこの集まりは、具体的にど

のように存在するのでしょうか。教会の具体的

に目に見える姿、それは「礼拝」という形とな

って現われます。ですから教会という集まりの

最大の特徴は、礼拝をするという点にありま

す。

では、礼拝 とは何でしょうか。礼拝のことを

ドイツ語でゴッテスディーンスト、英語でサー

ビスといいます。いずれも奉仕 という意味で

す。しかし、誰が誰に対して奉仕するのでしょ

うか。礼拝の時、生け贄をささげたり、お香を
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説教とサクラメント

という形で神は人間に

サービスして下さる。

これは別の言葉で言え

ば、「説教」と「サ ク

ラメント」を通して、

私たち人間は救いの神

と出会うということで

す。ですから「説教」

は人間のするお話では

なく、人の口を通した

「神の言葉」なのです。

たいたりして、人間が神に奉仕するのだと考え

ることもできます。しかし、ルターは、礼拝の

本質にはもっと深い意味があると考えました。

それは礼拝の時、実は人間が神に奉仕するので

はなくて、むしろ逆に、神が人間に奉仕してく

ださる、サービスしてくださる、つまり恵みを

与えてくださるというのです。神こそが人間に

奉仕 (サービス)す る、だか ら礼拝 (サービ

ス)なのです。
では、どのような形で神は人間に奉仕してく

ださるのか。別の言葉で言えば、礼拝のとき、

どのような形で神は人間に恵みを与えてくださ

るのか。宗教改革の時代にプロテスタント教会

の旗印となった信仰宣言『アウグスブルク信仰

告白』の第七条には、こう書いてあります。教

会とは、「その中で福音が純粋に説教され、サ

クラメントが福音に従って与えられる」ところ

である。つ まり、「説教」と「サクラメン ト

(洗礼と聖餐)」 という形で、神は人間に恵みを

与えてくださる、サービスしてくださるので

す。そこでルターは、「説教」と「サクラメン

ト」を二つの「教会のしるし」と呼んだので

す。

さて、ここから元にもどって洗礼と聖餐につ

いて考えていきましょう。

洗礼と聖餐のことを「サクラメント」といい

ます。日本語で秘跡とか聖礼典 とか訳すことも

ありますが、何だかよくわからない訳語です。

もともとは、聖書のギリシア語でミュステリオ

ン (秘密、奥義)と いう言葉のラテン語訳でサ

クラメントという言葉が使われているのです。

その意味するところは、本来、日に見えない神
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メ

(の力)の、不思議にも目に見える現われとい

うことで、まさに神の神秘・奥義、そこでサク

ラメントと言うのです。伝統的に 7つのサクラ

メントがあるとされてきましたが、ルターは、

厳密に聖書に記述されている洗礼と聖餐の 2つ

をサクラメントとしました。

目に見えない神の、目に見えるしるし。これ

がサクラメントですが、もう少し説明すると、

人の罪をゆるそうという神のみ心 (こ れを「神

の言葉」といいます)は 目に見えませんが、こ
の神のみ心を体現するものとして、たとえば目

に見える水がいわば人の罪を洗いきよめる。こ

の罪を洗いきよめる儀式、これが洗礼というサ

クラメントなのです。「目に見えない神のみ心

(言葉)」 プラス「目に見える物 (水、パンとブ

ドウ酒)」 イコール「サクラメント」なのです。

したがって、この等式が成立するためには、そ

こにこのサクラメントを受け取る側の「信じる

心」が不可欠です。信じる心がなければ、洗礼

で用いられる水も単なる水道の水と少しも変る

ところがありません。要するに、神のみ心 (言

葉 )、 それを受けとめる人の心 (信仰 )、 これこ

そが、サクラメントといわれる儀式の鍵です。

さて、そこでまず「洗礼」について考えてみ

ましょう。人間の罪をゆるそうという神の心

が、洗礼の水となって、それを真心から信じる

人の罪を洗いきよめるのです。つまり罪のゆる

し、これが洗礼です。ですから、洗礼は人の罪

をゆるそうという全くの神の恵みですから、洗

礼とは言うなれば、「神の恵み」のしるしです。

次に「聖餐」について考えましょう。聖餐の

洗礼はその人が神に

ゆるされるための儀式

ですから、それがキリ

スト教への入信の儀式

となります。そこでし

ばしば洗礼が人の入信

の決意のしるしと考え

られた りもするので

す。しかし、本来は、

より根本的に言えば、

洗礼は神の恵み (の し

るし)です。
洗礼は神の恵みです

から、それは幼児にも

施 され ます (も ちろ

ん、その際、恵みを受

けとる側の幼児の信仰

は、その幼児に見合っ

た幼児なりの信仰と言

えます)。

神の、その人の罪を

ゆるそうという心は決

して変わることがあり

ませんから、神の恵み

としての洗礼は生涯に

一度でよいのです。
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※初陪餐について一

幼児洗礼を受けた子

どもは、だいたい学齢

期のころ、聖餐にあず

かります。配られるパ

ンやブドウ酒を特別な

もの (キ リストの体と

血)であることをある

意味で理解できるよう

になるからです。

※堅信礼―
サクラメ

ン トではありません

が、幼児洗礼を受けた

人が、子どもの信仰を

脱して自らの信仰を自

覚的に見つめ直して、

そうすることによって

自らの信仰を堅め直す

儀式です。

なお、大人 の洗礼

(成人洗礼)の場合に

は、神の恵みとしての

「洗礼」と、その神の

恵みへの人の応答とし

ての「堅信礼」とが、

同じ一つの儀式として

おこなわれることが多

いようです。

起源はもちろん「最後の晩餐」にあります。最

後の晩餐のとき、イエス・キリストは弟子たち

にパンとブドウ酒を渡しつつ、それを「わたし

の体」、「わたしの血」であると言われました。

そして、それを食することで、キリストと共に

生きていくのだと言われたのです。このキリス

トの言葉 (神の心)に基づいて、聖餐式でパン

とブドウ酒が配られるのです。つまり、この時

この聖餐 において、パ ン (体)と ブ ドウ酒

(血)と いう形で、現実にイエス・キリス トが

ここにおられ、そのキリストと共に私たちは現

実に生きていくのだと、聖餐を受ける者は信じ

るのです (聖餐のパンとブドウ酒においてキリ

ストが現実に存在 (臨在)す るというこの教え

を「キリス トの現在 (現臨、リアルプレゼン

ス)」 といいます)。 生涯にわたって繰り返し繰

り返し、私たちは聖餐式でパンとブドウ酒をい

ただき、キリストと共に生きていくのです。

〈話し合いのために〉

①礼拝の中で使徒信条や主の祈りをどのような気持ちで唱えますか。

②十戒を現代社会の中で受け止めて生きるために、私たちにできること

は何でしょうか。

③神様の愛は洗礼と聖餐を通してどのように表わされていますか。
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1 1

理

宗教改革の三大原

義認の教理 ― 一番、肝心なこと

ルーテル教会は、16世紀のドイツでマルティ

ン・ルターが起した宗教改革運動を源とする教

会です。それまで教会 (ロ ーマ・カトリック教

会)は人.々 の信仰を支え守っ
ζ誇ろ
まし
み
が、な

にぶん長い年月の間には様々な綻びや歪みがど

うしても生じるものです。それに対してルター

は、もう一度、信仰の原点に立って改革の運動

をすすめました。

ルターが改革をすすめる時、その原動力とな

ったのが「信仰義認」という考え方です。つま

り、ルーテル教会にとって (そ して今や、カト

リック、プロテスタントを問わず全てのキリス

ト教会にとって)、 一番、肝心な教え、それが

「義認の教理」です。そのことを、この第 3章
では学びます。

しかし、その前にまず、その信仰義認の教え

をもその内に含む、いわゆる宗教改革の三大原

理といわれている事柄を考えてみることにしま

しょう。宗教改革の三大原理とは、次の二つで

す。

①聖書原理 (聖書のみ)

②信仰義認 (信仰のみ)

③万人祭司 (全信徒祭司とも言う)

いずれ も大切な教えですが、やや誤解して理

解されていることも多いようです。順番に考え

ていきましょう。

1。 まず聖書原理です。神のことや人間のこ

とを考えるとき、何を上台に考えたらいいの

か。先ほどふれたように、中世の教会では長い

年月の間にいろいろな歪みもでてきたのです
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が、信仰の上台として、人間が積み重ねてきた

「伝統」というもの (た とえば代々の教皇や教

会法といった伝承)が最重要なものとして考え
られたりもしました。それに対してルターは、

「聖書のみ」、つまり物事を考えるとき、人間の

アレコレの伝承ではなく、聖書という原点に帰

れと言ったのです。これが聖書原理ということ

です。「聖書のみ」です。

しかし、この「聖書のみ」は、ともすると、

しばしば誤解されています。聖書に書いてある

一文字一文字にいわば迷信的に、自らの (神か

らいただいた)理性を使うことなくやみくもに

従うという誤解です。聖書を読むときは、頭を

使わなくてはいけません。聖書を本当に尊重す

るからこそ、代々の人類の残 して くれた遺産

(書物や思想)を も参照しつつ、頭をも含めて

全身全霊で聖書を読むのです。

要するに聖書原理 (聖書のみ)と は、自分勝

手な (伝統をも含めた)人間の思いで聖書を理

解するのではなく、聖書が私たちに一番語りか

けたいこと (聖書の中心)を よく考えつつ聖書
に聴き従うということなのです。

2.第二番目は信仰義認です。このことにつ
いては後でより詳しく説明しますが、ここでは

まずその考え方の輪郭を考えておきましょう。

長い年月の間に人々は知 らず知 らずのうち

に、自分の根元を神に置くのでなく、自分の力

というものを過信して、自分の力 (た とえば自

分の立派なよき行為)に よって自らの救いを獲

得しようという傾稟
に陥っていました。よき行

為によって、神に義しい者であると認められ救

いに入る、というわけです。これを行為義認と
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人間は信仰を通して

神から義しい者と認め

られ救いに入れられる

のです。これを信仰義

認といいますが、 こう

した義認の考え方をル

ターは主張したので

す。ですから「信仰の

み」です。

いいます。

しかし、それは間違いではないかとルターは

考えました (実はそれが間違いであることは、

すでに聖書の中でパウロも、あるいはのちにア

ウグスティヌスも言つていたのです )。 人間の

救いは、神に根元を置いて神により頼む、つま

り「信仰のみ」によって神からいただくものな

のです。

さて、こういうわけで、この「信仰のみ」、

つまり信仰義認の考え方が、宗教改革運動でプ

ロテスタント教会の旗印 となりました。しか

し、この「信仰のみ」 ということも、また様々

な誤解にさらされました。一つは「信仰のみ」

ということで、人間の理性を (それも神からい

ただいたものであるにもかかわらず)否定 し
いわし

て、いわゆる「修の頭 も信心から」といった

ようなわけもわからず信じ込むことのすすめと

考えてしまう誤解です。修の頭はいくら信仰し

ても修の頭です。いくら「信仰のみ」だからと

言っても、惨|の頭を信仰 していては、人は決し

て救われません。

もう一つの誤解は、人が救われるのは「信仰

のみ」ということであるので、人間が「よき行

為」をすることは無意味であるという考え方で

す。善行はいらない、正 しく生きることはつま

らない、人間は「信仰のみ」でよい、というの

です。しかし、これもとんでもない間違いで

す。神に無条件に罪ゆるされて義しい者と認め

られ、救いを約束された者が、どうして他の

人々に親切 (善行)をせずにいられるでしょう
か。よき行為は、信仰の果実です。「信仰のみ」

と「よき行為」は矛盾しません。むしろワンセ

ツトです。しかし、これらについては更に後で
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考 えることにします。

3.宗教改革三大原理の第二番目は万人祭司

(全信徒祭司)です。さて、これまた中世の長
い年月の間に、神の事柄が祭司 (聖職者)た ち

にあなたまかせの状態になっていました。祭司

という言葉はそもそも何を意味するかと言う

と、神の前に直接立つことをゆるされた者とい

うことです。ところが、信仰があなたまかせに

なると、信仰の事柄は何でもかんでも祭司にた

のんでおけば事足 りるという風になってしまい

ます。また祭司たちも、神の前に立つことがで

きるのは苦しい修業を耐えた自分たちだけの特

権であると勘違いして、人々に対して権威や権

力を振り回していました。そして、そこに教皇

庁や聖職者たちの腐敗の原因もあったのです。

しかし考えてみれば、神との関係や自分の生

き方や救いの問題は、決して誰かにあなたまか

せではいけないはずです。信じる者一人ひとり

が自分の問題として受けとめ、一人ひとりが直

接神の前に立つべきなのです。一人ひとりが神

の前に立つ責任がありますし、また立つことが

ゆるされているのです。つまり、一人ひとりが

神の前に立つ祭司なのです。万人が祭司なので

す。その人が神殿に務める祭司でなく、たとえ

靴屋さんでも、八百屋さんでも、神の前に立つ

限り、その人は祭司です。つまり、神の前に立

つことは万人の責任ですし、権利でもあるので

す。ルターは当時の、聖職者の特権ばかりが振

り回される教会制度を、こうした万人に神の前

に立つ責任と権利があるという考え方に基づい

て厳しく批判しました。これが万人祭司 (全信

徒祭司)と いうことです。
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2 ルターが悩み迷
い、そして発見した

こと

ところで、この万人祭司の考え方にも誤解が

生じがちです。この万人祭司というのは、一人

ひとりがいわば祭司のように神の前に立つ責任

と権利があるということであって、一人ひとり

が全員、実際に祭司 (聖職者)になるというこ
とではありません。神に仕える専門の務めとし

ては、やはり現実問題 として専門の祭司 (今 日

的に言えば神父や牧師)が必要でしょう。その
祭司は教会の中心となって、教会の務めを果し

ます。ですから信徒の一人ひとりは、この世で

自分に与えられた務め (職業)を果しつつ、祭
司を支え助け、しかも自分の足でしっかり立っ

て神の前で生きてゆくのです。すなわち、万人

祭司とは、万人が現実に祭司であるという制度

ではな く、万人が神の前に立つという祭司性

(全信徒祭司性)を もつことなのです。

ルーテル教会の教理の中心、それは信仰義認

です。そこでよく義認の教理を指して「教会の

立ちもし、倒れもする条項」だと言われたりも

するのです。

先にも学んだように、要するに信仰義認とは

行為義認に対する言葉ですが、その行為義認と

は、言ってみれば、人間のよき行為により頼む

人間 (中心)主義 (仏教用語を使えば自力)と
いうことになります。それに対 し信仰義認 と

は、神の救いの約束により頼む神中心主義 (つ

まり他力)と いうことになります。したがっ
て、信仰義認を表現する言葉 として「信仰の

み」というわけですが、内容に即して表現すれ

ば「恵みのみ」ということになります。つまり

「信仰のみ」とは、裏を返せば神の「恵みのみ」

ということなのです。
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ドイツ・ シュトッテル

ンハイムにある落雷の

故事の記念碑

さて、こうした信仰義認の論理を更に深 く、

いわば実感をこめて理解するために、ここでル

ターの信仰体験を考えてみましょう。ルターは

どういう経路を経てこの信仰義認の論理にたど

りついたのでしょうか。

ルターの父親は鉱夫でした。しかし勤勉な彼

は大成功をおさめ、後には鉱山の所有者にまで

なります。そういう人物が自分の子どもに期待

することはただ一つ、自分が果せなかった教育

を受け、社会的に立身出世する (具体的にいえ

ば、たとえば宮廷付きの法律家になる)こ とで

す。中世後期のことですから、大学生など数え

る程しかいないエリー トでしたが、ルターは、

親の期待通リエルフル ト大学の法科の学生とな

りました。ここまでは全てが順調でした。

ところが22才の時です。帰省していた親元か

ら大学への徒歩での帰路、シュトッテルンハイ

ム村の近郊で、ルターは落雷にあいます。あま

りの恐ろしさにルターは当然、神に助けを求

め、この災難を脱することができたら生涯を神

に捧げると誓い祈ったのです。落雷が去ったと

き、ルターは大学をやめて修道院に入ることを

決心していました。現代人の我々なら、神に祈

ったことなどすぐに忘れるかもしれません。し

かし、中世人の心をもつルターです。彼は自分

が神に祈った言葉を忘れたりできないのです。

彼は神との約束に縛られてしまったのです。友

人や親の猛反対を押し切って、ルターは修道院

に入ってしまいました。しかし、ここからルタ

ーの内面の闘いが始まるのです。

修道院に入ったものの、ルターの修道院入り

の動機にはどこかスッキリしないものがある。

神に対する絶対の信頼 と愛 (つ まり信仰)と い
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エルフル トの修道院

うよりも、落雷体験による行き掛 り上、ひくに

引けず修道院入 りしたというのが事の真相で

す。したがつて、その修道院での信仰生活には

どこか無理がある。不自然さがただよう。無理

と不自然さとは、言ってみれば心の奥深いとこ

ろでどこか神に対しても自分に対しても納得し

ていないということなのですが、しばしばそう

した時、人は過剰に表面を取り繕うものです。

と言うわけで、ルターは修道院でむしろ模範的

な修道士となりました。他の修道士のだれより

も徹夜の祈祷を繰 りかえし熱烈に祈ったので

す。

しかし、彼の内面は別でした。率直に言っ

て、彼は神を呪っていました。神が恐かったの

です。とくに「神の義」という言葉が恐かった

のです。なぜならば、「神の義」、すなわち神が

義しい方であるとすれば、その神の前に立つわ

れわれ人間も義しい者でなければならず、義し

い行為 (よ き行為)を して神に義しい者である
と認めてもらわねばならない。そこで初めて救

われるからです。それゆえ修道士ルターは、せ

っせとよき行為に努め、熱心に祈ったりするの

ですが、その動機は、神が恐ろしく、その神に

背いたときの罰を恐れていたからなのです。で

すからルターにとって「神の義」という言葉は

呪わしく、彼はノイローゼのような状態に陥っ

ていました。

さて、そうしたある日、彼は修道院の塔の一

室で聖書を読んでいました。パウロの書いた

「ローマの信徒への手紙」です。その 1章17節

の言葉です。すでに何度も読んだはずのところ

でした。しかし、その日、何かがちがっていま

した。そこにはこう書いてあります。「神の義
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この「塔の体験」こ

そが、後のルターの宗

教改革運動の原動力と

なりました。専門用語

では「宗教改革的転

回」といいます。1517

年10月 の宗教改革運動

が始まる「95箇条」の

提示の 3年 ぐらい前の

ことであったと言われ

ています。

は、その福音の中に啓示される」。ルターにと

って大きな声では言えないが、「神の義」は恐

ろしく、また呪わしいものでした。ところがパ

ウロが言うには「神の義」は喜ばしい神の音

信、つまり福音の中にあらわれるというので

す。神の義とは、本来喜ばしいものなのだとい

う。よき行為をしようと思っても本当は十分に

できていない、あるいは心のどこかで本当はい

やいやながらやっている、だからそういう自分

に神は怒っている、だから「神の義」という言

葉やよき行為を強いる神を心の底では厭わしく

思っていたルターです。ところが、そうではな

いと書いてある。神は人がよき行為ができなく

とも、それでも救ってくださる。無条件の救い

とはそういうものです。イエス・キリス トが

我々人間に代わ、り十字架の上で罰を受けてくだ

さった、それゆえ人は無条件に救われるとは、

そういう意味ではないか。そうであるならば、

人はもうよき行為をすることが問題ではなく、

ただただそうしてくださる神のみ心にそのまま

信頼し感謝し、その無条件の救いを受け入れれ

ばよいのではなかろうか。まさに福音 とはそう

いうことです。

修道院の塔の一室で、パウロの言葉を読んで

ルターはまさに開眼したのです。自分のするよ

き行為でなく、神の救いのみ心 (つ まり恵み)

こそが全てです。その神のみ心に信頼すればよ

い。信じればよい。もう不自然で無理な生き方

をしなくてもよい。ルターの肩から重荷がスー

とおりてゆきました。救いが実感できたので

す。このルターの体験のことをふつう「塔の体

験」と呼んでいます。

われわれ人間が神に義しい者と認められ救わ
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ウィッテンベルクの城教

会の扉 に「95箇 条の堤

題」を貼 りつけるルター

れるのは、よき行為をするからでなく (つ まり

行為義認でなく)、 神こそが無条件でわれわれ

人間を義と認め救ってくださるのであって、人

間はその神のみ心 (恵み)を 受け入れればよ
い、信じればよいのです。これが信仰義認とい

うことです。人間の (自 )力ではなく、神の恵
みの力によるのです。それゆえ「恵みのみ」で

すし、人はその恵みを信じればよいのですから

「信仰のみ」と言えるのです。

信仰義認とはどういうことかについて、ルタ

ーの信仰体験を通して考えてきました。「恵み

のみ」、「信仰のみ」でした。しかし、最後にも

う一つ疑間が残るかもしれません。それは、神

の恵みのみ心をただ信じればよい (「信仰の

み」)と 言われても、その素直 に信 じる気持

(信仰)は どこからわいてくるのだろうか、と
いう疑間です。ルターはその疑間にも答えてい

ます。

人が神を信じること、つまり信仰の力をも、

実は神が私たちに与えてくださるというので

す。ルターはこういう言い方をしています。

「信仰 とは、我々のうちに働 く神の業であり、

かつそうした神の恵みの業に対する我々の断固

たる確信である」 (『ロマ書序文』より)。

私たちの信仰すらも神の恵みである。そし

て、そうであるからこそ「信仰のみ」といわれ

る信仰義認が本当に神の恵みそのものであり、

まさに「恵みのみ」と言えるのです。

神は人間を救済してくださる。結局はこれが

神 と人間との究極の関係といえますが、この救

済ということを分析し、論理化し、表現したも

の、それが信仰義認の教理 と言えます。そし

3 信仰義認
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て、ルターは、その信仰義認を旗印として宗教

改革運動をすすめ、ルーテル教会とは、その信

仰義認を自らの最も大切な立場としている教会

と言えるでしょう。

しかし考えてみれば、こうした信仰義認の考

え方は、何もルターやルーテル教会の専売特許

ではありません。先にルターの信仰体験をたど

ってみて、確かにルターが事改めて信仰義認の

考え方を再発見し、教会の教えの中心に据えた

のは一つの歴史的事実です。しかし、そもそも

信仰義認の考え方は、聖書が、わけてもパウロ

が力説していたわけですし、アウグスティヌス

も説いていたのです。

そうした経緯もふまえつつ、ここでは、全て

の上台である 1世紀の「聖書」、プロテスタン

ト教会の信仰宣言である16世紀の「アウグスブ

ルク信仰告白」、そしてルーテル教会 とカ トリ

ック教会の歴史的な和解の宣言とも言える20世

紀の「義認の教理に関する共同宣言」を通 し

て、もう一度、信仰義認について大事な言葉を

引用しつつ整理しておきましょう。

1)聖書
聖書には、もちろん信仰義認といったような

神学用語が記されているわけではありません

が、内容的には、とりわけパウロ書簡などは、

そうした信仰義認の考え方を読者に伝えようと

しているとも言えるでしょう。

パウロの言葉から信仰義認について語ってい

る三箇所を引用しておきます。

●「わたしは福音を恥としない。福音は、ユ

ダヤ人をはじめ、ギリシア人にも、信じる

者すべてに救いをもたらす神の力だからで
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ロマ1:16-17

なお義認をめぐる聖

書の言葉 については

「義認の教理に関する

共同宣言」の「 1.聖
書における義認のメッ

セージ」に豊富な引用

がみられます。

ロマ3:21-24

エフェソ2:8-9

す。福音には、神の義が啓示されています

が、それは、初めから終わりまで信仰を通

して実現されるのです。『正しい者は信仰

によって生きる』と書いてあるとお りで

す。」

●「ところが今や、律法とは関係なく、しか

も律法と預言者によって立証されて、神の

義が示されました。すなわち、イエス 0キ

リストを信じることにより、信じる者すべ

てに与えられる神の義です。そこには何の

差別もありません。人は皆、罪を犯して神

の栄光を受けられなくなっていますが、た

だキリス ト・イエスによる贖いの業を通し

て、神の恵みにより無償で義とされるので

す。」

●「事実、あなたがたは、恵みにより、信仰

によって救われました。このことは、自ら

の力によるのではなく、神の賜物です。行

いによるのではありません。それは、だれ

も誇ることがないためなのです。」

2)アウグスブルク信仰告白
1530年、混乱におち入っていたドイツを治め

るため、神聖ローマ帝国の皇帝カール 5世は、

アウグスブルクに帝国議会を召集しました。皇

帝自身はカ トリック陣営に属していましたが、

彼の前でプロテスタント側の信仰表明として読

み上げられたものが、「アウグスブルク信仰告

白」です。アウグスブルクに立ち入ることがで

きなかったルターと連絡をとりつつ、彼の同労

者メランヒトンによって起草されました。

内容は多岐にわたっていますが、その中心は

もちろん義認の教えです。信仰義認が「第 4条
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義認について」で簡潔に次のように述べられて

います。「われわれは、自らの功績やわざ、つ

ぐないによって罪のゆるしと神のみ前における

義を獲得するのではない。むしろ恵みにより、

キリストのゆえに、信仰をとおして罪のゆるし

を得、神の前に義となる。すなわち、キリスト

がわれわれのために苦しみを受けたこと、また

彼のゆえにわれわれの罪がゆるされ、義と永遠

の生命が与えられることを信じる信仰をとおし

てである。・……」

ところで、先にも考えたことですが、信仰義

認の重要な問題の一つが、信仰とよき行為の関

係ということでした。つまり、ある人々はこう

言うのです。信仰のみを通して救われるのなら

ば、もうよき行為などしな くてもよいわけだ

と。しかし、これは誤解です。確かによき行為

が神の恵み (救済)を引き寄せるのではありま
せん。逆です。神の恵みがその人に信仰を起こ

し、救いをもたらし、そしてこの信仰がよき行

為に至らせるのです。つまり、よき行為は信仰

の果実なのです。少し乱暴ですが、あえてわか

りやすく言えば、「よき行為→恵み (救済)」 で

なく、「恵み=信仰→よき行為」なのです。「ア

ウグスブルク信仰告白」では「第20条 信仰と
よい行為について」で、次のように述べられて

います。

「われわれの行為は、われわれを神と和解さ

せたり、恵みを獲得した りすることはできな

い。それはむしろ、われわれが、父なる神と和

解させる唯一の仲保者であるキリストのゆえに

罪がゆるされることを信じるとき、その信仰に

よってのみ生じるのである」。「すなわち、よい

行為はなされるべきであるし、なされなくては

[42]



ルーテル教会とローマ・カト

リック教会代表による調印式

難鞍鰹醤:=

ならない。われわれが、それによって恵みを獲

得するようにそれに依存するからではなくて、

神のみ旨を行ない、また神をほめたたえるため

である。つねに信仰だけが、恵みと罪のゆるし

を把握するのである。そして、信仰によって聖

霊が与えられるときに、心はよい行為をするよ

うに動かされる」。

3)義認の教理に関する共同宣言
20世紀も終ろうとしていた1999年、教会史上

たいへん大きな出来事が起 こりました。キリス

ト教は16世紀の宗教改革運動によって、カトリ

ック教会とプロテスタント教会とに大きく分裂

していました。500年にも渡る分裂です。しか

し、20世紀 も半ばすぎ、カトリック教会の第 2

ヴァチカン公会議によって両者の和解の歩みが

始まり、そして20世紀の終 りに両者にとって

(と りわけカ トリック教会 とルーテル教会にと

って)最大の教理上の論争点であった「義認」、
つまり救いの問題をめぐって大きな合意に至っ

たのです。ルーテル世界連盟とローマ 0カ トリ

ック教会の間で調印された「義認の教理に関す

る共同宣言」がそれです。

この共同宣言の意義はどこにあるのでしょう

か。手短かに三点あげておきましょう。第一点

は、義認をめぐって、両者の間に基本的な合意

と相互理解ができたのです。このことは、どれ

ほど強調しても強調しすぎることはありませ

ん。もう義認をめぐって相互に断罪しあうこと

はなくなったのです。つまり、両者を隔てる最

大の壁はなくなりました。第二点は、基本的に

合意したということは、逆に両者の間の幾つか

の見解の相違が整理できたということです (共

'`リリ1姉i“
・  ヨ瑣

=i■==:1ミ‐‐字
`菫

●・ …
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同宣言には神学の専門的見地から 7つの論点が

検討されています。なかでも「罪」をどう理解

するのかなどをめぐって相違点があります)。

違いがお互いに整理できたということは、むし

ろその相違の克服にむかって、両者が協力でき

るということです (言 うまでもありませんが、

両者の間に基本的合意ができたということは、

それがすぐに両教会間の組織的制度的な合同と

いうことではありません。500年 に亘って分裂

してきたのです。ですから今後、無理なくゆっ

くりと協力関係をおし進め、そしていつの日か

完全に一つの教会 となるのでしょう)。 第二点

は、義認をめぐって両者の間に共有できる基本

的真理と、そして幾つかの二次的な相違が整理

できたということは、両教会にとって、自分た

ちの教会の伝統や考えが改めて自己理解できた

ということです。一体、私たちルーテル教会と

はどういう教会なのか、ということが改めて私

たち自身によく理解できるようになったという

ことです。

さて、こうした画期的な共同宣言の中から、

中心となる総括的文章を引用し、義認について

の私たちの学びを再度まとめておくことにしま

しょう。中心となる総括的文章とは、共同宣言

の第15項の次の文章です。

「われわれは共にこう告白する。われわれは、

われわれの側のいかなる功績によってでもな

く、恵みによってのみ、キリストの救いのみ業

への信仰において、神に受け入れられ、聖霊を

受ける。この聖霊がわれわれの心を新たにし、

それによってよい行いへとわれわれに力を与

え、召し出す」。

すばらしい文章です。ここには、私たちが今

[44]



4 今日における意味

まで信仰義認について学んできた大切な事柄が

過不足なく簡潔にまとめられています。次の三

点です。①義認は、信仰において、神の恵みに

よってのみ起る。まさに信仰義認です。②義認

とは、神に受け入れられ (罪のゆるし)、 かつ

聖霊を受けることである (聖霊により心を新し

くされる)。 ③義認の実として、われわれはよ

き行為ができる。

信仰義認 という考え方は、16世紀に改めてル

ターが再発見し、やがて全プロテスタントの共

通の旗印となりました。そして、今やカトリッ

ク教会をも含めて、キリスト教の全てにとって

最も大切な教理であると言ってよいでしょう。

しかし、それは考えてみればあまりにも当然の

こととも言えます。なぜなら、そもそも聖書

が、まさに信仰義認の教えこそを私たちに力を

こめて語っていたと言えるからです。そこで、

今や私たちは、心の底から確信を持って言うこ

とができるでしょう。「恵みのみ」「信仰のみ」

と。

信仰義認の教えが、キリスト教の「教理」の

要にあることがわかりました。

しかし、この信仰義認の考え方は今日更にそ

の重要性を増しているとも言えます。と言うの

は、私たちの世界では、人間どうしの間で差別

や格差、つまり人間の間に価値づけがなされ優

劣をつけることを当然とするような社会になっ

ているからです。人はあるときは能力によっ

て、あるときは業績によって、あるときは出身

によって、あるときは学歴によって、あるとき

は貧富によって、あるときは美しさや体力によ
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ってなどなど……ともかく、人間の間にその人

がなんらかの能力や業績があることによって価

値づけがなされています。ここから、深刻な差

別や疎外が生まれています。そして、この差別

や疎外が、人を苦しめ生きづらくしているので

す。

しかし、神は私たち人間を能力や行為によっ

て測られません。神が人間の罪をゆるし、義と

認めてくださる (義認 =救済 !)の は、ただひ
たすら神のあわれみ深い恵みなのです。人間の

行為や能力ではありません。恵みのみなので

す。だから、その恵みを私たちは感謝をもって

受け入れる (信仰)のです。そして、結局これ
が信仰義認の教理のいいたいことなのです。で

すから、今日ますますこの「義認の教理」は、

その真理の輝きを増していると言えるのです。

〈話し合いのために〉

①ルーテル教会の特徴は何だと思いますか。

②ルターが悩み、迷い、発見したものは何でしょうか。

③「信仰義認」の考え方は私たちの周りの様々な社会問題に対して、ど

のような解答をもたらしますか。
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ルーテル教会の信条一覧

使徒信条

ニケア信条

アタナシウス信条

(以下ルーテル

教会固有の信条)

アウグスブルク

信仰告自

アウグスブルク

信仰告自の弁証

シュマルカルデン条項

大教理間答

小教理間答

和協信条

基本信条の中で最も古い起源を持っている。 2世紀後半から
「信仰の基準」あるいは、洗礼の際の信仰告白として用いられ

てきた。現在の形になったのは 8世紀。内容は、三位一体論、
キリスト論が中心であり、最も広く礼拝で用いられている。

451年 に公会議で再確認され、正しくはニケア・コンスタン

ティノポリス信条と呼ばれる。キリスト教がローマ皇帝により

公認されたことにより、教会の中で「異なる福音」との対決が

必要であった。325年にニケア公会議が開催され、その後126年

かけてほぼ現在の形ができた。

西方教会で 5～ 6世紀にできたと考えられている。構成は40

条あり、全体として詩の形を成しているが大変教理的である。
325年のニケア公会議から451年のカルケドン公会議までの会議
での決定の優れた要約となっている。

アウグスブルク信仰告白は、ルーテル教会の基本的告自である

ばかりでなく、宗教改革の教会によって公にされた最初の信仰

告自である (1530年 )。 以下本文41頁参照。

皇帝カール五世は、アウグスブルク信仰告白に対する「論駁

書」をローマ・カトリックの神学者に書かせた。それに対して

メランヒトンが弁証を書いて出版した (1531年 )。 弁証は、ア

ウグスブルク信仰告自の弁護また解説である。

教皇パウロ三世がマントゥアで公会議の開催を召集した (実

際は延期 )。 それに備えてルター自身が書いた教理である

(1537年 )。 内容は、三部構成で、何を受け入れたり、譲ったり

できるか、できないかを示すキリスト教教理の条項である。

一般の教会生活、信仰生活の実態を検討するために巡察を行

った。結果は信徒も牧師もまことにひどい状態であった。そこ

でルター自身が教理間答を書いた (1529年 )。 小教理間答は、

全ての人の信仰教育の材料として主に家庭で用いられ、大教理

問答は、その内容についての教理問答説教として書かれた。

ルター没後 (1546年 )政治的にも神学的にも揺れ動いた。
1555年 にアウグスブルク宗教和議が結ばれカトリック教会とア

ウグスブルク信仰告白に基づく教会とが共存を許された。

しかし、福音主義陣営の中では、いろいろ神学論争が起 こっ

た。ザクセン選帝候による神学者たちの会合斡旋等を経て、

1577年 にようやく和協信条が成立した。1580年に 9つ の信条に

よリルーテル教会の一致信条書が完成した。
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